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要旨  

2018 年度の国際交流基金の調査によると、中国における日本語教育機関数が 2115 機関

に達し、2015 年度より、15.1％増加したとのことである。そして、調査によると、中国日

本語学習者の人数は 100 万人を越え、2015 年度より 51342 人が増加し、世界第一位の日本

語教育国となったことである。学習者ニーズの多様性と学習者数の激増が、現在中国にお

ける日本語教育の現状であると見られる。こうした現状の中、聴解の重要性は高まってい

る。 

情報環境が整備され、情報ネットワークを活用した e-ラーニングは近年、第二言語教育

需要の拡大に伴う日本語学習ニーズの多様化に応じるため、第二言語教育界の新しい可能

性を開拓するものとして急に充実してきた。 

近年、日本のドラマ、アニメ、映画などがマスメディアを通じて世界中に配信され、こ

れが日本語学習者の学習の動機に繋がっていることから、文化や言語の真正性の高い学習

リソースとして日本国内外の教育現場での活用が期待されている。 

以上、筆者は音声情報と他の知識経験と結びつける視聴覚メディア教材を教室外の副教

材として日本語の聴解授業に導入する可能性を深く考察する必要があると考える。 

 

本研究では、中国語母語話者初中級日本語学習者を対象とし、視聴覚メディアの聴解の 

学習リソースとしての可能性について考察し、視聴覚メディアは聴解内容に対する理解に 

どのような影響を与えるかを明らかにすることを目的とする。  

研究目的と合わせ、以下のような三つのリサーチ・クエスチョンを設定した：  

1.中国語母語話者は聴解練習のため、視聴覚メディアを使用しているのか、現在使用状

況の全体像はどうなのか。  

２．視聴覚メディアは学習者の聴解能力にどんな影響を与えているのか。  

３．学習者は視聴覚メディアを通じ、どのような学習ストラテジーを使用しているのか。  

 

本研究の研究方法は調査 A のアンケート調査と調査 B の半構造化インタビュー調査であ

る。 

 調査Ａは中国語母語話者である日本語初中級学習者（中国在住で日本語を専攻とする

大 学生、 日本在住の日本語学校の留学生、中国在住の日本語独学者）、計 100 名を選択し、

アンケート調査を実施した。 

アンケートから得られたデータは質問項目ごとの単純集計を 行い、学習者の基本的個

人情報を確認し、次に聴解リソースとしての視聴覚メディアの使用状況について、メディ

アの利用種類、利用手段、利用頻度、利用目的、利用内容と理由に関する質問の回答を具

体的に分析し、さらに、上述の研究目的に合わせ、質問項目のクロス集計を行い、視聴覚

メディアの現在利用状況と学習者間の普及率について全体像を把握し考察した。  

調査 B は調査 A で過去にも視聴覚メディアを使用した経験のある学習者 2 名を対象に、 

視聴覚メディアの使用、聴解リソースとしての視聴覚メディアに対する学習者の態度、聴 

解リソースとしての視聴覚メディアの問題点について、半構造化インタビューを行った。 

インタビューの内容は録音し、文字化して分析データとした。分析は佐藤郁哉（2008）の 「質

的データ分析法」を参考に進めた。 
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調査の考察から、視聴覚メディアの使用が学習意欲に影響を与えると感じており、視聴 

覚メディアが協力者の聴解向上に概ね積極的な影響を与えるということが明らかになり、 

以下の結果が得られた：  

①初中級日本語学習者が教室外で聴解活動を行う際に、視聴覚メディアを聴解リソース 

としての使用頻度と使用時間数が非常に高い。様々なメディアの中でも、特に映像作品と 

インターネットの使用率が高い。  

②初中級日本語学習者が視聴覚メディアの使用を通じ、聴解力が上昇することを大きく 

実感じた。  

③初中級日本語学習者が視聴覚メディアを活用し、様々な聴解ストラテジーを利用して 

いる。 また、調査対象となった学習者が視聴覚メディアの聴解学習効果に期待はしてい、

今後 の視聴覚メディアを用いた授業は聴解力の向上に役に立つというビリーフを持って

いる。  

今後の課題としては、本調査の結果を基に、学習者だけではなく、教師が学習者の視聴 

メディア使用の実態をどのように捉えているか、また、視聴覚メディアが聴解の副教材と 

しても使用可能であるかという日本語教師の視点から、日本語教育現場における教室外で 

の視聴覚メディア使用についての実態と、教師の観点と意識についても質的調査を行い、 

異なる視点でメディアの現状を把握する必要があると考えられる 
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